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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月6日(2018.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単層の独立型網状組織で緊密に共混合および絡合されているポリマー繊維を含むナノフ
ァイバウェブであって、
（ａ）前記繊維は、個数パーセントで、少なくとも７０％のナノファイバ、５％～２５％
のマイクロファイバ、および０％～５％の粗繊維を含み；
（ｂ）繊維すべての数平均直径は、１０００ｎｍ未満であり、および繊維すべてのメジア
ン直径は、５００ｎｍ未満であり；ならびに
（ｃ）前記ナノファイバウェブは、０．０１～０．０５ｇ／ｃｍ3の見掛け密度、２５ｍ
ｍの距離で測定して少なくとも１２ｋＶの静電荷、および約２．５（Ｐａ・ｇ／ｃｍ3）-

1超の有効品質因子（ｅＱＦ）を有する、ナノファイバウェブ。
【請求項２】
　前記ナノファイバウェブが、遠心溶融紡糸プロセスによって作製される、請求項１に記
載のナノファイバウェブ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のナノファイバウェブを含む、濾過要素。
【請求項４】
　請求項１または２に記載のナノファイバウェブを含む濾過要素を含む、呼吸装置。
【請求項５】
　前記呼吸装置が、フィエスマスクである、請求項４に記載の呼吸装置。
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【請求項６】
　前記呼吸装置が、レスピレータである、請求項５に記載の呼吸装置。
【請求項７】
　呼吸装置への取付けのために構成され、かつ請求項１または２に記載のナノファイバウ
ェブを含む、濾過カートリッジ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　本明細書において、特に別に述べられないか、または使用の文脈により反対に示されな
い限り、本明細書で列挙される量、サイズ、範囲、処方、パラメータ、ならびに他の量お
よび特性は、特に用語「約」によって修飾される場合、必要とはしないが正確であっても
よく、または許容範囲、変換係数、四捨五入、測定誤差、および同様のもの、ならびに本
発明の文脈内で、述べられた値に機能的および／または操作可能な等価を有する、その外
側の値の述べられた値内の内包を反映して、述べられたものに近似していてもおよび／ま
たはそれより大きくても、小さくてもよい（望まれる場合は）。
　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１．　単層の独立型網状組織で緊密に共混合および絡合されているポリマー繊維を含むナ
ノファイバウェブであって、
（ａ）前記繊維は、個数パーセントで、少なくとも７０％のナノファイバ、５％～２５％
のマイクロファイバ、および０％～５％の粗繊維を含み；
（ｂ）繊維すべての数平均直径は、１０００ｎｍ未満であり、および繊維すべてのメジア
ン直径は、５００ｎｍ未満であり；ならびに
（ｃ）前記ナノファイバウェブは、０．０１～０．０５ｇ／ｃｍ3の見掛け密度、２５ｍ
ｍの距離で測定して少なくとも１２ｋＶの静電荷、および約２．５（Ｐａ・ｇ／ｃｍ3）-

1超の有効品質因子（ｅＱＦ）を有する、ナノファイバウェブ。
２．　前記繊維が、ポリオレフィンから構成される、上記１に記載のナノファイバウェブ
。
３．　前記ポリオレフィンが、ポリプロピレン、または複数の異なるポリプロピレンのブ
レンドを含む、上記１または２に記載のナノファイバウェブ。
４．　前記ポリオレフィンが、帯電促進剤を含む、上記２または３に記載のナノファイバ
ウェブ。
５．　前記繊維すべての数平均直径が、６００ｎｍ～１０００ｎｍの範囲であり、および
前記繊維すべてのメジアン直径が、３００ｎｍ～５００ｎｍの範囲である、上記１～４の
いずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
６．　前記ナノファイバが、３３０ｎｍ～４５０ｎｍの範囲の数平均繊維直径および２６
０ｎｍ～４２０ｎｍの範囲のメジアン繊維直径を有する、上記１～５のいずれか一項に記
載のナノファイバウェブ。
７．　（ａ）前記マイクロファイバの質量パーセントが、１５％～３０％の範囲であり；
および（ｂ）前記粗繊維の質量パーセントが、５０％～７０％の範囲である、上記１～６
のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
８．　前記ナノファイバの比表面積のパーセントが、９０％超である、上記１～７のいず
れか一項に記載のナノファイバウェブ。
９．　前記ナノファイバの相対表面電荷密度が、前記マイクロファイバの相対表面電荷密
度よりも約１０倍大きい、上記１～８のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
１０．　前記ナノファイバウェブが、少なくとも約９４％の多孔率を有する、上記１～９
のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
１１．　平均流量細孔サイズが、９μｍ～１５μｍの範囲である、上記１～１０のいずれ
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か一項に記載のナノファイバウェブ。
１２．　フレーザ空気透過率が、１２５Ｎ／ｍ2の圧力で測定して約１０（ｍ3／ｍｉｎ）
／ｍ2超である、上記１～１１のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
１３．　前記ナノファイバウェブが、１０ｇ／ｍ2～４０ｇ／ｍ2の坪量を有する、上記１
～１２のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
１４．　前記静電荷が、２５ｍｍの距離で測定して＋１４ｋＶ～＋２０ｋＶの範囲である
、請求
項１～１３のいずれか一項に記載のナノファイバウェブ。
１５．　前記ナノファイバウェブが、遠心溶融紡糸プロセスによって作製される、上記１
～１４のいずれか一項の記載のナノファイバウェブ。
１６．　上記１～１５のいずれか一項に記載のナノファイバウェブを含む、濾過要素。
１７．　上記１～１５のいずれか一項に記載のナノファイバウェブを含む濾過要素を含む
、呼吸装置。
１８．　前記呼吸装置が、フィエスマスクである、上記１７に記載の呼吸装置。
１９．　前記呼吸装置が、レスピレータである、上記１８に記載の呼吸装置。
２０．　呼吸装置への取付けのために構成され、かつ上記１～１５のいずれか一項に記載
のナノファイバウェブを含む、濾過カートリッジ。
２１．　ナノファイバウェブを製造するための方法であって、
（ｉ）溶融ポリマー紡糸溶融物を、排出端部を有する回転部材の表面に供給する工程と；
（ｉｉ）前記回転部材を、前記部材上で溶融物のフィルムを形成するのに十分な回転速度
で回転させる工程であって、前記フィルムは、前記回転部材の中心部からその端部に半径
方向に外側に延在する、起伏する厚さの領域を有する波状の非一様フィルム厚さによって
特徴付けられる不安定性を有する、工程と；
（ｉｉｉ）前記フィルム溶融物に由来する複数の個別的連続フィラメントを前記排出端部
から伸張ゾーンに排出する工程と；
（ｉｖ）前記排出された個別的フィラメントを前記伸張ゾーンで遠心力によって微細化し
て、連続繊維を形成する工程と；
（ｖ）前記フィラメントに前記伸縮ゾーンで静電荷をかける工程と；
（ｖｉ）前記微細化された連続繊維を収集表面上で収集して、単層の独立型網状組織とし
てナノファイバウェブを形成する工程と
を含み、
　前記繊維は、個数パーセントで、少なくとも７０％のナノファイバ、５％～２５％のマ
イクロファイバ、および０％～５％の粗繊維を含み、かつ前記繊維すべての数平均直径は
、１０００ｎｍ未満であり、および前記繊維すべてのメジアン直径は、５００ｎｍ未満で
ある、方法。
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